これ は 十 年 ほど 前から 単身 都落ちして、 或る 片田舎 

に 定住して いる 老 詩人が、 所謂 日本 ルネサンス のとき 

到って 脚光 を 浴び、 その 地方の 教育 会の 招聘，^ を 受け、 

男女同権と 題して 試みた ところの 不思議な 講演の 速記 

録 である。 



—— もはや、 もう、 私 ども 老人の 出る 幕で はない と 

観念いた しまして、 ながらく 蟄居して はなはだ 不自由、 

不面目の 生活 をして まいり ましたが、 こんど は、 いか 

なる 武器 を も 持って はならん、 素手で 殴っても いかん、 



ベよ とおつ しゃる の を、 承 つてい るう ちに、 私の 老 

いの 五体 はわな わなと 震え、 いや、 本当の 事で ござい 

ます、 やがて 恋 を 打ち明けられ たる 処女の 如く 顔が 真 

赤に 燃える の を 覚えまして、 何 か 非常な 悪事 の 相談で 

もして いるよう な 気がして まいった ので ございます。 

しかし、 なおよく その 代表のお 方の 打ち明け たお 話 を 

承って みます と、 このたびの 教育 会に は、 あの 有名な 

社会 思想家 の 小 鹿 五郎 様が そ の 疎^ 先 の A 市から おい 

でに なって、 何やら 新しい 思想に 就いて 講演 をな さる、 

と いう ご 予定で ございまし たそうで、 ところが 運 わる 

く、 小 鹿 様が いったん 約束 をして 置きながら、 突然お 



だか 何だか を 書いた 事が あるんだ そうだ、 S がわば 文化 

人の 端くれ だ、 あれで も 呼んで 間に合せよう ではない 

かと、 まあ、 いいえ、 私 は 決して うらみ を 申し上げて 

いるので はない ので ございまして、 本当に 私 は、 よく 

ぞ それがし を 思い出して 下さった、 光栄 だと 思って 居 

ります くらいで、 しかし、 それにつ けても、 これ は 犯 

罪、 いや、 犯罪な どと 極端な 事 は 言わず とも、 私 ごと 

き 者が、 神聖なる べき 教育 会の 皆様に 講演す ると は、 

これ は、 いかにしても、 インチキで はなかろう かと、 

はんもん 

私 は 昨夜 も 眠らず 煩悶いた しました。 いったい これ は 

あの 時、 私が 固く お断り すれば、 なんの 事 も 無かった 



て、 ただいま よろめきながら この 壇に 上って、 そうし 

て、 ああ、 やっぱり、 何が何でも ひたすら お断りす る 

のが 本当で あつたと、 後悔 ほぞ を嚙ん でい る 次第で ご 

さ V ま す 

いったい 私 は、 いまでは ダメな 老人で ある 事 はもち 

ろんで ございま すが、 それならば、 若い 時の、 せめて 

或る 一時期に 於いて、 ダメ でない 頃が あつたかと 申し 

まする と、 これ もまた 全然 ダメ だった ので ございます- 

私が 東京に 於いて 或る ほんの 一時期、 これで も 多少、 

まあ、 わずかな 人た ちの あいだで、 問題に された 事 も 

あつたと、 まあ、 言って 言えない 事 もない と 思います 



して、 なぜ 母が 私 を あんなに いじめた のか、 それ は 勿論、 

私が こんな 醜男に 生れ、 小さい 時から 少しも 可愛げ の 

無い 子供だった せいか も 知れ ませぬ が、 しかし それに 

しても、 その 意地悪 さが、 ほとんど 道理 を 絶して、 何 

が 何やら、 話の どこ を どう 聞けば よいの か、 ほとんど 

了解 不可能な 性質 を 帯びて いまして、 やはり あれ は 女 

性 特有の 乱酔と で も 思うよ り 他に 仕方が無 いようで) J 

さ レ ま す 

私の 生れた 家 は、 ご 承知のお 方 も ございま しょうが、 

ここから 三 里 はなれた 山麓の 寒村に 在りまして、 昔 も 

今 も 変り 無く、 まあ 小 地主で、 弟 は 私と 違って 実直な 



男で ございま すから、 自作な ども やって いまして、 こ 

のた びの 農地 調整と かいう 法令の 網の 目から も、 もれ 

るく らいの ささやかな 家で ございまして、 しかし、 そ 

れ でも、 あの 部落に 於いて は、 やや 上流の 家庭と なつ 

ている ようで、 私たちの 子供の 頃に は、 下女 も 下男 も 

おりました。 そうして、 やはり、 私が 十 歳く らいの 頃 

の 事で ありました でしよう か、 この 下女 は、 さあ、 あ 

れで 十七、 八に なって いたので しょうか、 頰の 赤い 眼 

のきよ ろき よろした 痩せた 女で ありまし たが、 こいつ 

むすこ 

が 主人の 総領息子 たる 私に、 実にけ しからん 事 を 教え 

まして、 それから 今 S は、 私の ほうから 近づいて 行き 



いそ-つろ-つ 

都落ち をして、 いま は 弟の 居候と いう 事に なって 何 

一 つ 見るべき ところの 無い 生涯で、 いまさら 誰 を も、 

うらむ 資格 も 何も ございま せんが、 けれども、 それで 

も、 ああ、 あの 時 あの 女が、 あれほど 私に 意地悪く し 

なかったならば、 私 も 多少の プライドと 力 を 得て、 ダ 

メ はダメ なりに 何とか 形の ついた 男に なって いたので 

はなかろう かしら、 と 老いの 寝 ざめ に、 わが 幼少から 

はんすう 

の 悲惨な 女難の かずかず を 反芻して みて、 やっぱり、 

胸 を かきむしりたい 思いに 駆られる 事 も ございま すの 

です。 

私 は 東京に 於いて、 三人の 女房に 逃げられました。 



最初の 女房 も ひどい 奴でした が、 二番目の は、 なおた 

ちが 悪く、 三番 目の は、 逃げる どころ か、 かえって 私 

を 追い出しました。 

へんな 事 を 言うよう です が、 私 はこれ でも、 結婚に 

あた つ て 私の ほうから 積極的に 行動 を 開始した 事 は 一 

度 も 無く、 すべて 女性の ほうから 私のと ころに 押し か 

けて 来る という 工合で、 いや、 でも これ は 決しての ろ 

けで は ございません。 女性に は、 意志薄弱の ダメな 男 

を ほとんど 直観に 依って 識別し、 これにつ け 込み、 さ 

ん ざんその 男 をいた めつ け、 つまらなく なって 来る と 

の 如く 捨て て かえりみな いとい う 傾向が) /ざい ま 



一 生 懸命に 勉強して いい 詩 を 書きたい と 念じて いた 矢 

先で、 S がわば 青雲の志 を ほのかながら 胸に 抱いて いた 

うわごと 

ので ございま すから、 たとい 半狂乱の 譫言に もせよ、 

悪魔 だ の 色魔 だの 貞操蹂躪 だ の という 不名誉 きわまる 

事 を 言われ、 それが 世間の 評判に なったら、 もう それ 

だけで 自分の 将来 は 滅茶苦茶 になる ので は あるまい か 

と 思えば、 じっさい 笑い事で はなく、 まだ 私 も 若 かつ 

ただけ に、 あまりに 憂鬱で、 この 女 を 殺して 自分 も 死 

のうかと、 何度 考えた かわかり ません。 とうとう この 

女 は、 私と 同棲 三年 目に、 私 を 捨てて 逃げて 行き まし 

た。 へんな 書き置き みた いなもの を 残して 行きました 



で、 二番目の 女房の 現実的な 悪辣 さに 較べる と、 まだ 

しも 我慢が 出来る と 言 つてい い かも 知れません で ， 、- J ざ 

います。 この 二番目の 女房 は、 私が 本郷に 小さい ミル 

クホ ー ルを ひらいた 時、 給仕 女と して 雇った 女で、 ミ 

ルクホ ー ルが 失敗して 閉鎖に な つ て も そのまま ずるず 

ると 私のと ころに 居つ いてし まいまして、 この 女 はま 

きかつ おおかみ 

た 金 を 欲しがる 事、 あたかも 飢渴の 狼 の 如く、 私の 

詩の 勉強な ど はてんで 認めず、 また 私の 詩の 友人 ひと 

りひと りに 対する 蔭口 は 猛烈 をき わめ、 まあ 俗に言う 

しっかり 者みたい な 一面が ありまして、 私の 詩の 評判 

など はどう だって かまわない 様子で、 ただもう 私の 働 



けて くれず、 どろぼう！ どろぼう！ どろぼう！ 

と 連呼し、 やがて、 ジ ヤン ジ ヤン ジ ヤンと いう まこと 

に 異様な 物音が 内から 聞え、 それ は 婆が 金盥 を 打ち 

鳴らして いるの だとい う 事が 後で わかり ましたが、 私 

は 身の 毛の よだつ ほどの 恐怖に おそわれ、 屋根から 飛 

び 降りて 逃げよう としたと たんに、 女房た ちの 騒ぎ を 

聞いて a けつけ て 来たお まわりに つかまえられまして、 

なぐ 

二つ 三つ 殴られ、 それから、 おまわり は 月の 光に すか 

して 私の 顔 を つくづく 見まして、 なんだ、 お前 か、 と 

言いました。 すぐ 近くの 交番のお まわりで、 私と はも 

かおなじみ 

ち ろん 顔馴染の 仲な のです。 私 は 手 短 かに 事情 を 申し 



に 押し出しましたら、 婆 はけ げんな 顔 をして、 これ は 

誰です か、 こんな 男 は 存じません、 お前 は 知っている 

か、 と 娘に 尋ね、 娘 も 真顔で、 とにかく あたした ちの 

家の 者ではありません、 と 答えます。 そんなにまで さ 

れて は、 さすがに 私 も、 呆れ かえって 物が 言えない 気 

持に なり、 そうです か、 さようなら、 と 言って、 お ま 

わりの 呼びと める の も 聞かず、 すたすたと 川の ほうに 

歩いて 行き、 どうせもう、 いっか は 私 は 追い出す つも 

りで いたので しょうし、 とても 永く は 居られない 家な 

の だから、 きょう を 限り、 また ひとり 者の 放浪の 生活 

だと 覚 K5 して、 橋の 欄干に よりかかったら、 急に どつ 



と 涙が 出て 来て、 その 涙が ぼたん ぼたんと 川の面に 

落ち、 月影 を 浮べて ゆっくり 流れて いる その 川に、 涙 

の 一 滴ず つ 落ちる 度 毎に 小さい 美しい 金の 波紋が 生じ 

て、 ああ、 それからもう 二十 年ち かく 経ちます が、 私 

はいまで も、 あの 時の 淋し さ 悲し さ を そのまん ま、 あ 

リぁリ と 思い出す 事が できる の で) J ざ い ます。 

それから も 私 は、 いろんな 女から 手 ひどい 打撃 を受 

けつ づけて まいりまして、 けれども それ は 無学の 女 だ 

から、 そのような 思い切った むごい 仕打ちが 出来る の 

か、 と 思う と、 どうして どうして、 決して そういう も 



未練、 ， J のよう な 無学 の ルンペン 詩人の うろつい てい 

るう ち は 日本 は 決して 文明国と は 言えない、 という 実 

あほう 

に 一から 十まで そのと おりの 事で、 阿呆な 子に 向って、 

お前 は 家の 足 手 まといになる から 死ぬ がよ い、 と言う 

ほどの おそろしく 的確な やっつけ 方で、 み も、 ふた も 

無く、 ダメな もの は ダメと 一 挙に 圧殺の 猛烈 さで ござ 

いまして、 私 は そのお 方と は、 いっか 詩人の 会で たつ 

たいち どちらと 顔 を 合せた 事が あるく らいの もので、 

個人的な 恩怨は 何も 無かった 害で ございま すのに、 ど 

うして 私の ような あるか 無き かの 所謂 ルンべ ン的 存在 

やりだま 

の もの を 特に 選んで 槍玉に 挙げたので ございましよう 



私の これからの 余生 は 挙げて、 この 女性の 暴力の 摘発 

にさ さげる つもりで) /ざ います。 
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